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P1−394　植物発酵食品投与 に よ る胎 児 発 育不全 の 改善，出生 後 の 体重増加お よび 血 中 ビ リル ビ ン 値へ の 影響 に つ い て

石川
・
恵寿総合病院

小 濱隆 文 ， 小林寛人

【目的】妊娠 ・授乳期 にお い て の 母体へ の 植物発酵食品投与が 児の発育促進 ・
改善 を促す こ とが，畜産領城も含 め近年注目さ

れ て きて い る．今回，果実 ・根菜 ・穀類 な どの 複 数 植物 を発酵 させ た万 田酵素
o

（M ）を， high　risk 妊 娠以 外 の 子宮内胎児発
育不全 （IUGR）の 妊婦 に投与 し，胎児発育，出生 後の 児 の 体重増加及 び血 中総 ビ リル ビ ン 値 （s − Bil）へ の 影響を検討 した．
【方法】平成 10年度の 当院妊婦外来 に お い て ， 妊娠 28週 以 降 2 週 間お き

，
36 週以降 1 週間お きに超音波に て胎児推定体重を

測定 し， 胎児発育曲線の
一1．5SD を 2 度続けて 下回 っ た非 high　risk 妊婦 に対 し，

　 M の 投与趣 旨・
安全 性 を説明し同意を得 た

後，5g／日投与開始 し出産まで 継続 させ た （M 群）．対照群 （C 群）は 他年度の 同様の 発育曲線を有す る妊婦とし ， 胎児発育曲
線 ， 児 の 出産時

一
般所見，産後 3 日 目の s − Bilお よ び 生 後

一
か月聞の 体重増加量 につ い て 比 較 ・検討 し た．【成 績】M 群は 44

例 （412 例中）で，M 投与後の 発育曲線改善例 は 29例 ， 出生時体重 2，735± 320g（mean ± sd ）（2，500g未満は 12例）， C 群 は

63例 （421例中）で，28週以 降の 発育曲線改善例は 20例，出生 時体重　2．452 韭 266g （2，500g未満 は 27例 ）で あ り，い ずれ も

M 投与 に よ る有意な改善が認め られた （p〈 O．05）．M 群 お よ び C 群の
， 出生 3 日後の S − Bilは 10．01± 1．12mgfdl と 10．91　±

1．88mg ／dlで M 投与 に よる有意な低下，また出生後 1 カ月間の 体重増加量は，1，154± 230g／月 と 1，023 ± 299g／月で M 投与 に

よ る有意 な増加が 認 め られ た （p ＜0．05）．そ の 他 の 出産時
一

般所見に 差は 認め られなか っ た．【結論】M 投与 は ， IUGR を改 善

させ，出生 後の 高ビ リル ビ ン血 症 の 予防，体重増加の 促進を促す こ とが 示唆 さ れ た，

P1−395　コ ーヒ ー摂取 に よる，母体 の ス トレ ス 軽減効果お よび胎児胎盤系の 血流 に与える影響につ い て
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【目的】通常量 の コ ーヒー
摂取 が 妊娠に 与え る 影響 につ い て は，い まだ確 立 され た もの は ない．そこ で，通常量の コ ーヒー摂

取 に よ る母体の ス トレ ス 軽減効果と，胎児胎盤系の 血流 に与える影響 につ い て測定す る こ と を 目的 と し た．【方 法】十 分 な イ ン

フ ォ
ーム ドコ ン セ ン トの うえ，10人の 妊婦に 150ml の コ ーヒー

を摂取 して もらい，摂取前 と摂取 30分後に，経腹超音波 ドッ

プ ラー検査 にて 子宮動脈 ・臍帯動脈 ・胎児中大脳動脈 の RI を計測 した．また母体ス トレ ス レベ ル の 変化を定量的に評価する

た め に，コ ーヒー摂取前後で，母体唾液中の コ ルチ ゾール及 び ク ロ モ グ ラ ニ ン A （カテ コ ー
ル ア ミン の 貯蔵 に関与す る蛋自質）

を測定 した．コ ン トロ ール と して ，非妊 娠女性 14人 に お い て も同様の 検査 を施行 し，ス トレ ス レ ベ ル の 変化 を 比 較 し た．【成
績】母体子宮動脈

・
臍帯動脈

・
胎児中大脳動脈 の RI は，コ

ー
ヒ
ー
摂取前後 にい ずれも有意な変化を認 め なか っ た．唾液中の

平均 コ ル チ ゾール は ， 妊婦 で O．41± O．07μg／dl， 非妊娠女性 で 0．29± O．08μg／dlと ， 妊婦 の ほ うが 高値で あ っ た が有 意差 は 認め

な か っ た．コ ーヒー摂 取 30分 後 の平 均 コ ル チ ゾール は，非 妊 娠 女性 で O．25± O．06μgfdl と コ ーヒ ー
摂取前 と比 べ て有意差 は 無

か っ た が，妊 婦で は 0．33 ± O．07pg／dlと，有意 に低 下 した．（p＜ O．05）ク ロ モ グ ラ ニ ン A は，コ ー
ヒ
ー

摂取 30分後，非妊娠女

性 の み 有意に 上 昇 し，妊婦 で は有意差が無か っ た．【結論】通常量の コ
ー

ヒ
ー
摂取 で は，短期的に は 胎児胎盤系 の 血 流 に 影響を

与え る こ とは 無く， そ の リ ラ クゼ ーシ ョ ン効果 に よ り， 母体の ス トレ ス を軽減させ られ る可能性が 示唆され た．

P1−396　葉酸は 神経管閉鎖障害の 発生 リ ス ク を低減す る
〜
妊婦 の 意識調査〜

小牧市晟病院
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1目的】2000年旧厚生省 は ， 1 日最低 400pgの 葉酸摂取 で神経管閉鎖障害 の発生 リス クが低減す る こ と， 妊娠可能年齢 の女性

に は そ の 情 報提 供 をする よう勧 告 文 を出 し た．しか しこ の 情報を承知し，葉酸を 内服 して い る妊 婦の 数 は 不明 で あ る．今回

我 々 は 13病院 の 協力 の もとア ン ケ
ー

トを施行 ， 葉酸情報 に 関す る妊婦の 意識を調査 ， 検討 した．【方法】2002年 は前年出産 し

た経 産 婦 に ， 2003年 は産 婦 人科 外 来 を訪 れ た 妊婦 に ア ン ケートを施 行．【成績 】2002年 1，692名 中 770 名 （46％ ）回 収．2003

年 2，020名中 818名 （40％）回収．葉酸の 重要性を知 っ て い た の は 02年 118名 （15％）03年 196名 （24％）葉酸摂取者は 02
年 70名 （9％ ）03年 128名 （16％ ）栄養バ ラ ン ス に留意 し た食事 を心掛 け て い た の は 02年 667名 （84％ ）03年 567 名 （69％ ）

03年の 非摂取者 690名（84％ ）の うち ， 今 回の ア ン ケートで葉酸 の重要性を知 り直ちに摂取する と回答したの は 38％ であり，

21％ は次 の 妊 娠 で 摂取す る，30％ は摂取 しない と回 答．同時に 調査 した 喫煙 ， 飲酒 に 関 して は 喫煙 者 02年 52名 （7％）03
年 47 名 （6％）．飲酒者 02年 64名 （8％ ）03年 75名 （9％）で あ っ た．【結論】葉酸の重 要性が 公 表 され て か ら 3 年経つ が，
葉酸情報 を承 知 して い る妊 婦 は 増加 傾 向で は あ る もの の い まだ 低率で あ りこ の 知識普及が 必 要で あ る．今後 は 妊娠可 能期 の

女性 に はバ ラ ン ス の 取 れ た食事摂取，禁煙 ，禁酒を励行す る と同時 に 葉酸摂取 につ い て指導 した い ．
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